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改 訂 版  刊 行 に あ た っ て

本書は，教育訓練用テキストとして，また放射線取扱入門書として 1982 年に刊行され

た「アイソトープの安全取扱入門―教育訓練テキスト―」，その後 2005 年に全面改訂さ

れた「放射線・アイソトープを取扱う前に―教育訓練テキスト―」の後継書として 2018

年に刊行された「よくわかる放射線・アイソトープの安全取扱い―現場必備！教育訓練テ

キスト―」の改訂版です。

近年，研究目的での放射線・RI の利用が減少する一方で，粒子線治療や RI 内用療法

といった医療分野での利用が大きく拡大しています。また，2011 年 3 月の東日本大震災

に伴う東京電力福島第一原子力発電所事故を契機として，放射線の正しい扱いを学ぶため

の放射線教育はますます重要性を増すこととなりました。

初版は，こうした放射線を取り巻く状況の変化に対応するために，初心者でも十分に理

解し活用できるように内容を一新し，イラストや写真，およびコラムを充実しました。幸

いに多くの事業所で教育訓練用テキストとしてご利用いただいています。

今回の改訂版では，2017 年 4 月に改正公布された放射線障害防止法が 2019 年 9 月に放

射性同位元素等の規制に関する法律（RI 法）として完全に施行されたことを受けて，“第

5 章 法令”に新たな内容の追加，修正を行いました。RI 法に対応して，「特定放射性同位

元素」，「防護措置（セキュリティ対策）」などについて書き下ろしています。各事業所の

実態に合わせて必要な項目を選び組み合わせることで，RI 法のもとでの新たな教育訓練

に十分に活用できるものとなりました。

本書が，これまで以上に皆様方に活用していただき，効果的な教育訓練の一助となるこ

とを願ってやみません。これからもさらに充実したものとするために，ご使用いただいた

皆様の忌憚のないご意見などをいただければ幸いです。

2020 年 2 月　

　	 公益社団法人日本アイソトープ協会 放射線安全取扱部会

教育訓練テキスト改訂ワーキンググループ　　　　　　　　　　　　　　　　　

主査　小野　俊朗
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1.1　放射線の歴史

 第 1 章

  はじめに

 1.1　放射線の歴史

19 世紀末，我々の物質に対する知識は大きな進歩を遂げた。放射線，放射性物質の発

見である。それ以来約 1世紀が経過し，これらの利用は急速に進み，新しい学問や技術を

社会に生み出し続けている。

1895 年，ドイツの物理学者レントゲンは真空放電という実験をしていた。この実験は

ガラス管の両側にプラス極とマイナス極を置いて，管の中を真空にして電流を流すという

もので，真空にしていくと普段は起こらない放電が簡単に起きるようになり，管内の気体

によりきれいな輝きが見られるものである。この現象の身近な応用はネオンサインであ

る。この実験の最中に，レントゲンはガラス管を覆っている黒い紙を突き抜け暗室の蛍光

板を光らせているものを発見した。彼はこの不思議な光を，代数でわからない未知数をX

（エックス）とする習慣にならって X線と名付け，さまざまな実験を行った（図 1.1）。図 1.2

のように，手を蛍光板に重ねてX線を当てると，骨の形がよくわかる写真が撮れた。

翌 1896 年，フランスのベクレルが，ウラン化合物からも X 線と似たようなものが出て

図1.1　X線発見当時の実験装置一式 図1.2　X線写真
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いることを発見した。偶然，写真乾板の上に十字架の文鎮を置き，さらに重しが必要であっ

たため，とりあえずウラン化合物の結晶を載せて机の引き出しに入れておいた。あとでそ

れを思い出し現像したところ，乾板に十字架がはっきりと写っていることを発見した（図

1.3）。ウラン化合物から何か不思議な光線のようなものが出ており，それには写真作用や

蛍光作用，あるいは空気を電気の伝導体にする電離作用があることを知った。この場合に

は X 線の時のような特別な装置は何もなく，ウラン化合物自身から出ているので X 線と

は違うものであると考え，ベクレル線と名付けて発表した。

これに注目したのが，当時フランスのパリにいたマリー・キュリー（キュリー夫人）で，

夫のピエール・キュリー（図 1.4）とともに，ピッチブレンドというウランなどが多く含

まれている鉱石から放射線を出す 2種類の元素を発見し，彼女の祖国にちなんだポロニウ

ム，ラテン語で放射を意味するラジウスという言葉からラジウムとそれぞれ名付けた。キュ

リー夫人は感光作用や電離作用，蛍光作用を示す能力に対して放射能，放射能をもつ物質

から出る物を放射線と呼ぶことにした。

その後， キュリー夫人の放射能の発見に興味を持ったイギリスの物理学者ラザフォード

は，1898 年に放射線にはα（アルファ）線，β（ベータ）線があること，またヴィラー

ルの発見していた透過性が高く電荷を持たない放射線が電磁波であることを証明し，γ（ガ

ンマ）線と名付けた。

これらの成果を称えられて，レントゲン，キュリー夫妻，ベクレルそしてラザフォード

へ，ノーベル賞が授与された。

放射線の発見，そしてその後の研究は，原子の内部構造を解き明かしていき，現代の物

理学や化学の基本概念を構築した。

図1.3　写真乾板の十字架像 図1.4　マリー・キュリーとピエール・キュリー

 

 


